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　大学評価委員会経営部会国際化評価グループによる2017年度

「法政大学国際化に関する大学評価報告書（経営部門）」が確定し、

本学の国際化の取り組みについて、外部委員の視点から多面的に

点検評価を受けることができた。2017年度は、 文部科学省「スー

パーグローバル大学創成支援事業（SGU事業）」採択による事業

開始から４年目にあたり、これまでの進捗状況に関して中間評価

が実施され、それに基づいてSGU事業の支援期間後半とそれ以

後についての見通しを立てる節目の年度であった。それとともに、

国際化に関する点検評価においても、[評価項目]として以下の3

項目について、資料と大学役職者インタビューに基づき総合評価

をいただいた。

(1)	 SGUの取り組みの進捗状況及びこれまでの成果について

(2) 	英語学位プログラムの運営状況

について

(3) 	派遣・受入れ学生の生活支援、

キャリア支援および危機管理に

ついて

　 そ の 結 果、報 告 書 に 記されてい

るように、法 政 大 学が創立150周年

となる2030年を期して長期ビジョン

「HOSEI2030」を策定するとともに、SGU事業を核とする大学の

グローバル化を基軸に、ビジョンの実現に向かって全学的な取組

を進めていることを高く評価するとの評言を得ることができた。

また、SGU事業は、当初予定された補助金が縮小されるなどの
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TOPIC 2017年度  法政大学国際化に関する

大学評価報告書（経営部門）が確定しました

はじめに

　国内外を問わず社会全体の構造が大規模かつ急速に変化しつつあ
るなか、高等教育もそのあり方が問われている。中央教育審議会にお
いても、文部科学大臣の諮問を受けて今後の高等教育の将来像に向
けた検討が行われており、2017年末に大学分科会将来構想部会よ
り、将来像の提示に向けた論点が示されたところである。
　これらの動きは当然注視しなければならないが、一方で、時々の政
策に翻弄されることなく、個々の大学が、学問の進展と社会の動向を
見据えて、自らの将来像を構想し、その実現に向かって着実に歩を進
めていく必要がある。
　その意味において、法政大学が創立150周年にあたる2030年を目
途にした長期ビジョン「HOSEI2030」を学内外に明示するとともに、

「スーパーグローバル大学創成支援」事業（以下SGU）に採択され、大
学のグローバル化を通して、ビジョンの実現に向かって全学的な取組
を進めていることは、高く評価されるべきである。
　現に、SGU４年間の取組の結果、これまでの歴史や伝統に加えて、
グローバル化を強力に進める大学としての認知が国内外において増し
ていることが、今回の評価においても明らかになっている。
　今年度も前年度に引き続き４名の外部評価委員がそれぞれの知識
や経験に基づき、報告書査読とインタビューを行うことで、国際化に
向けた取組を多面的に評価することを心がけた。それぞれに課題とし
て指摘する事項を明記させていただいたが、全体として見れば、当初
予定された補助金が縮小されるなどの制約条件にもかかわらず、全学
を挙げて着実に推進していることを高く評価したいという点は４名に
共通している。
　本評価が、SGUの推進を通した教育研究の国際化と法政大学のさ
らなる発展の後押しとなることを期待したい。

評価の目的
　法政大学では、教学・事務部門各諸単位の自己点検・評価のみなら
ず、経営部門（大学全体）の評価を大学評価委員会の外部委員が行う
ことで、大学の自主的かつ自律的な改善・改革活動を支援している。
　経営部門の評価は「大学評価」と「国際化評価」の２点について実施
しており、本報告書はそのうちの「国際化評価」に関するものである。

評価対象び分担評価項目
法政大学、学校法人法政大学

評価方法・評価項目び分担評価項目
　以下の評価項目について、大学側から提出された資料を評価者が
通読した上で、役員・役職者インタビューにより書面では得られなかっ
た情報や役員・役職者の方針・考えを確認することにより、その達成
状況および対応状況を評価した。
　評価項目ごとの担当者は置かず、下記「評価者」に記した委員４名が
全項目を評価することとした。

[評価項目]
 • SGU の取り組みの進捗状況及びこれまでの成果について
 • 英語学位プログラムの運営状況について
 • 派遣・受入れ学生の生活支援、キャリア支援および危機管理に	
ついて

評価経過
2017年　5月13日　第1回大学評価委員会　評価計画策定
2017年　5月17日… 常務理事会　評価計画および評価の実施を承認

　大学評価委員会経営部会国際化評価グループ（外部学識経験者4名で構成）は、2017年度の本学の国際化に関する取り組み状況につい
て、3つの評価項目（ 「（1）SGUの取り組みの進捗状況及びこれまでの成果について」「（2）英語学位プログラムの運営状況について」「（3）
派遣・受入れ学生の生活支援、キャリア支援および危機管理について」）について、書面並びに関係者へのインタビュー終了時（2018年2月
27日）までに得られた情報に基づき評価を行いました。評価結果は大学評価報告書として取りまとめられ、大学評価委員会での審議・承認
を経て、常務理事会をはじめ各種会議体で報告が行われました。
　今回は、同報告書の全文を以下に掲載します（あわせて大学評価室ホームページにも掲載しています）。

制約条件にもかかわらず、全学を挙げて着実に推進しているとの評価

をいただいた。英語学位プログラムが順次開始されつつあるが、入学

者の受け入れは順調であり、それぞれのプログラム入学者及び派遣留

学生への支援体制が整えられていることに加えて、「グローバル・オー

プン科目群」などの実施によって、日本人学生が国際的な学びを得る

機会が拡充されていることも評価していただいている。また、英語で

の窓口対応の促進など、職員のグローバル化対応力の強化を取り上げ

て評価していただき、日常業務の国際化対応の重要性に付言していた

だいたことは、大きな励ましとなった。

課題としては、学生のSA留学や派遣留学、アクティヴ体験プログラム

などでの国際プログラムへの送り出しに大きな成果がある一方で、外

国語力基準を満たす学生数が目標に届いていないことが指摘されて

いる。また、教員の在外研究学部割り当てを執行しきれておらず、研究

面での国際連携促進が必要であるとの指摘を受けた。

　報告書は、締めくくりに、外形的な結果を求めるのではなく、学生の

将来にとって必要なこと、法政大学が社会的存在価値を高めるために

真に重要なことを見極めることを要請するとして結ばれているが、まさ

に、それこそが私たちの目指すところであると確信することができた。
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2018年　2月27日　役員・役職者インタビュー
2018年　3月 8日　評価結果案完成
2018年　3月 9日～15日　評価結果案　事実誤認確認期間
2018年　3月17日　第4回大学評価委員会　評価結果を承認
2018年　3月22日　常務理事会　評価結果を了承

評価者
法政大学大学評価委員会　経営部会国際化評価グループ委員
　主査　吉武　博通
　　　　　（公立大学法人首都大学東京理事、学長特任補佐、
　　　　　 大学教育センター教授）
　　　　倉林眞砂斗
　　　　　（城西国際大学副学長・点検評価情報管理部長・
　　　　  　環境社会学部教授）
　　　　 古川　佑子
　　　　　（日本国際学生技術研修協会常務理事・事務局長
　　　　　(元独立行政法人日本学術振興会ロンドン事務所長、
　　　　 　元東京理科大学国際センター長)) 
　　　　山田　史郎
　　　　　（同志社大学文学部教授（元国際連携担当副学長）

評価資料
（1）大学のグローバル事業が概観できる資料

　　 a.	 2017年度　法政大学グローバル事業概要
　　 b.	 グローバル事業の実績を示す数値データ
　　 c.	 グローバル戦略本部体制図、委員会構成メンバー一覧等
　　 d.	 英語学位プログラムの検討・実施体制図等
　　 e.	 英語学位プログラム生等の学生支援に係るプロジェクト体制
	 図 ・ 構成メンバー一覧等
　　 f.	「法政大学グローバル化戦略（2016-2020）」

（2）SGU の取り組みの進捗状況及びこれまでの成果について
　　 a.	 2017年度　国際化評価に係る調書（グッドプラクティス）
　　 b.	 2017年度　SGUロードマップ（進捗状況確認表）
　　 c.	「スーパーグローバル大学等事業　スーパーグローバル大学 
	 創成支援『中間評価調書』」

（3）英語学位プログラムの運営状況について
　　 a.	 英語学位プログラムに関する調書
	  • 経営学部経営学科 Global Business Program（GBP）
	  • 人間環境学部 Sustainability Co-Creation Programme
	 　（SCOPE）
	  • 大学院総合理工学インスティテュート（IIST）
	  • イノベーション・マネジメント研究科 Global MBA Pro- 
               gram（GMBA）

（4）派遣・受入れ学生の生活支援、キャリア支援および危機管理に	
　  ついて
　　 a.…「2017年度　国際化評価に係る調書（留学生の学生支援・危機 
　　　　管理）」

（5）パンフレット・手引き等
　　 a. GO GLOBAL HOSEI
　　 b.	 HOSEI UNIVERSITY FACT BOOK
　　 c.	 英語学位プログラムのパンフレット
　　 d.	 HOSEI UNIVERSIY ESOP
　　 e.	 外国人留学生ハンドブック2017
　　 f.	 英語学位プログラム受入れ学生用の手引き
　　 g.	 2017年度　交換留学生の手引き
　　 h.	 短期語学研修、国際ボランティア、
	 国際インターンシップのリーフレット・手引き等

役員・役職者インタビュー出席者
廣瀬 克哉　常務理事
熊田 泰章　常務理事
近藤 清之　常務理事
福田 好朗　副学長（国際担当）
奥西 好夫　経営学部長（GBP）
藤倉 　良　人間環境学部SCOPE運営委員会委員長
杉山 賢次　理工学研究科長（IIST連絡調整会議委員）
髙木 晴夫　イノベーション・マネジメント研究科
　　　　　 GMBAプログラムディレクター
平山 喜雄　教育支援統括本部長
松井 哲也　グローバル教育センター事務部長

（同席者）
日野 好幸　グローバル教育センター事務部国際交流課長
半妙 宏一　グローバル教育センター事務部国際支援課長
沖田 吉史　グローバル教育センター事務部グローバルラーニング課長

評価結果

「2017年度 法政大学の国際化に関する評価所見」
  ………………………………………………………… 吉武 博通
　SGUの採択を契機として、国際化を加速させ、創立150周年にあた
る2030年を目途にした長期ビジョン「HOSEI2030」の実現に繋げる
という構想は、挑戦的かつ戦略的であり、その方針に則り、総長のリー
ダーシップのもと、全学を挙げた取組が展開されていることに心から
敬意を表したい。
　2017年度は、SGU事業が開始されて４年目となり、中間評価が実
施される節目の年度でもあるが、ここまでに全学的な推進体制が整備
され、事業計画に掲げた主要施策の大半が既に着手され、着実に推
進されていることを高く評価したい。
　歴史と伝統を有する大規模私立大学であり、キャンパスも分散して
いることを考えると、全学的な意思統一を図ることは容易ではなく、
学部・研究科間の温度差もあったと想像するが、丁寧に対話を重ねな
がら、理解を広げていくなど、地道な努力を続けたことがここまでの
成果につながっていると思われる。
　特に、グローバル化を積極的に展開している大学との評価が国内外
で高まりつつあることは、これまでの取組がもたらした大きな成果と
いえる。経営学部入学時TOEFLの得点分布を2014年度と2017年度
で比較すると、明らかに上方シフトしていること、英語学位コースを持
つことで海外からの関心が高まり、留学生フェアで法政ブースを訪れ
る学生が増加したことなどはその象徴でもある。
　具体的な取組の中で、積極的に評価したい点は、外国人留学生数、
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大学間協定に基づく派遣日本人学生数が毎年着実に増加していること
（目標に対する進捗は別にして）、外国語による授業科目数も着実に増

加し、2016年度において2019年度目標値が射程に入ってきているこ
となどである。また、グローバル・オープン科目群について、当初の想
定を上回るペースで開講されていること、３キャンパス合計で約１万
人の学生がGラウンジを利用していることなども特筆すべき成果と評
価できる。
　90分15週制のカリキュラムを、100分14週制に切り替え、2018年
4月から実施することや一部の学部においてクォーター制を導入する
点も注目すべき点である。100分授業にはアクティブラーニングを促
進する意図も込められており、グローバル化を契機とした教育改革と
いう意味において、今後どのような授業が展開されるか、その成果を
見守りたい。
　課題としては、外国語力基準を満たす学生数が、2017年度実績に
おいても、2016年度目標値に遠く及ばないこと、国から補助される
SGU予算の縮減もあり英語強化プログラムのサイズダウンも検討せ
ざるを得ない状況にあることが挙げられる。より多くの学生に対する
動機付けと取組のための財源確保は極めて難しい問題であるが、克
服に向けた道筋をつける必要がある。
　また、教員の在外研究が少ないことについても指摘しておきたい。
多忙化やカリキュラム改革の完成年度まで動けないなどの事情は理解
できるが、学生のみならず、教員が国際的に活躍することは大学のグ
ローバル化を進め、国際的なプレゼンスを高める上で、不可欠な要素
である。促進に向けた取組強化を期待したい。

「2017年度の国際化並びにグローバル事業に係る評価」
  ……………………………………………………… 倉林眞砂斗
　SGUの取り組みについては、既定のスケジュール案に従って取り組
み、成果の視覚化及び共有化ができている。
　本取り組みの特色の一つである「グローバル・オープン科目群」に係
る環境整備として、学部長会議を通じて英語での授業が担当可能な
者の採用を働きかける、また特に英語学位プログラムを提供する学部
では、英語での授業担当に格別に留意した人事を行うなど、その拡充
に向けて積極的に取り組んでいる。学生の授業評価を踏まえつつ、多
彩な学部構成やキャンパス特色を活かした一層の充実に期待するとこ
ろ大である。併せて、非英語圏からの留学生に対して英語学習の門戸
を開くと共に、国際ボランティア・国際インターンシップへの参加学生
数の増加を志向する等、裾野の広い形での進捗が見て取れる。
　「課題解決型フィールドワーク」は、2017年度に14学部等で40科目
設置されており、所期の位置づけが具現化されている。“自分の目で見
て考える”機会や場の創出という点において、持続的な取り組みに向け
た仕組み作りは欠かせないものと考えられ、別科目としてカリキュラム
化するなどの構想の実現に期待したい。
　英語学位プログラムに関しては、海外選考を実施する学部、及び
秋入学学生のいずれも増加傾向にあり、さらなる定着が見込まれる。
GMBA生のインターンシップに関しては、派遣先での適切な居住地の
確保、及びプログラム内容の汎用化等、実施してこそわかる課題の把
握に努めており、さらなる拡充に期待する。
　受入れ留学生数の増加及び多様化に伴い、出･入国管理はもとより、
学業に係る第三国査証の発給等、煩雑な業務及び事案が頻発する。
このような実情をふまえ、グローバル教育センターが行政書士と契約
して法的措置を速やかに講じる体制を整えている。一方で、ベトナムで

は現地法人の日本企業が創設した奨学金を活用する等、複眼的なサ
ポートを展開しており、さらに充実されることを期待したい。
　また、入国後は、すでに配置している学生チューターやレジデント･
アシスタントが核となって学業及び生活サポートに従事し、より良いコ
ミュニケーションや交流促進を担っている。多様な居住形態の普及及
びニーズの高まりの中、入寮を希望しない留学生へのサポート体制を
整えており評価できる。同様に安全･安心の確保という点からは、派遣
中の学生のメンタル･ケア等のサポートが欠かせない。この点、危機管
理会社を通じたサポートラインの設置、ポータルサイト上での報告、ス
カイプ等での直接相談･対応の体制を整えている。
　総じて、国際化に係る事項及びグローバル事業に積極的かつ広範に
取り組んでおり、各々において自律的な側面が色濃く現れている点を
高く評価したい。

「大学改革とともに大学国際化を展開する法政大学の取り組み」
  ………………………………………………………… 古川 佑子
（1）SGUの取り組みの進捗状況及びこれまでの成果

　法政大学では1959年以来経営学部で英語の授業をされており
SGU採用前から国際化を推進されてきたので、SGUに採用されたこ
とは当然と思う。SGUに採用されると世間的に国際化が進んでいる
大学とのイメージがひろがり、大学志願者の英語力もあがっているこ
とは喜ばしい。入学後も学部によっては語学検定試験の受験料を補助
する制度もあり、語学力を意識された対策もすすんでいる。
　課題解決型教育をすすめるとともに、全学部の学生を対象としたグ
ローバル・オープン科目群を平成28年度に、外国人留学生を対象とし
た法政大学独自の日本語教育プログラムを平成29年度に開設されて
いる。日本人学生にはGラウンジや英会話講座を開設して日常的にネ
イテイブスピーカーとのコミュニケーションの機会を設けており、一方
留学生を対象として開設された日本語教育プログラムは、履修単位と
はならないが希望者が多いのは、修学及び就職を見据えた留学生の
ニーズに応えているからであろう。海外交流協定校は215あるが、これ
までの一般的な協定とは違うデュアルシステム協定をドイツと2017年
に締結され、学術的教育と職業教育の双方を実践する国際交流をあ
らたに展開される予定でおおいに期待するところである。
　100分授業、クォーター制、秋入学など国際的に柔軟な制度設計を
され、大学改革と国際化にご努力をされておられる。SGUについては
2023年までの10年間プログラムの約半分の時点で中間評価調書を発
表された。そのなかで世界から注目される分野に資源を集中させ、国際
的な存在感を高めていくことの重要さが記されている。学生約30,000
人規模の大学で受入れ留学生約1,000人強、単位取得を伴う派遣学生
約1,000人強を実施されている。この数字をどう評価するかは多様なご
意見があろうかと思うが、キャンパスの国際化に大いに貢献しているこ
とは間違いない。SGU終了後も、創立150周年を迎える2030年を見据
えて、長期ビジョン「HOSEI2030」を策定され、スーパーグローバル大
学構想を展開されている。海外で活躍されている卒業生の参加や支援
も最大限活用され、目標にむけてすすんでいただきたい。
（2）英語学位プログラムの運営状況について

　英語学位プログラムを実施されている部局・研究科については、
IISTは大学院生を対象にしていること、理系であることなどからスムー
ズに展開されている。研究科内のほとんどの教員が英語の授業や英
語での指導に慣れておられ違和感がないのは心強い。学生の学会発
表論文もほとんどが英語でなされ日常化している。ロボット工学や情
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報科学をはじめとし、理工系分野は、今後もアジアからの留学生が増
えることが予想され、日本人学生も含めて引き続き国際的に活躍する
学生を多く送り出されることを期待したい。
　社会系の分野では、日本語が充分でない留学生や英語が充分でな
い日本人学生を対象として、国際化に努力されておられ、教員のご負担
は想像にかたくない。日本での就職を望む留学生や海外で活躍する機
会のある職業につく日本人学生にとって語学力の向上は避けて通れな
い。英語学位プログラムへの日本人学生の参加はキャンパスの国際化
を推進する原動力にもなるので、一部の学生だけに留まらず拡充して
ゆくことが望まれる。
　参加する留学生の大幅増はすぐには達成するのはむずかしいと思う
が、法政ミーテイングをアジア諸国で開催するなど、法政大学のアジ
アでの知名度アップを推進され、地道に参加者を増やしていくことを
期待したい。また、ダブルディグリープログラムについては大学の知名
度をあげ質の向上に努力されておられるので、国際的存在感を高める
ためにも今後も引き続き推進されることが望まれる。
（3）派遣・受け入れ学生の生活支援、キャリア支援及び危機管理に	
　  ついて
　留学生については学研災付帯学生生活総合保険制度を導入され、
大学が保険料の補助をされている。アジアとの交流を強化される方針
と理解しているので、アジアへの派遣学生の奨学金及びアジアからの
留学生の生活支援のさらなる拡充が望まれる。今後英語学位をめざ
す留学生が増えることが想定されるが、そのために留学生アドバイザー
制度を設けておられ、留学生を受入れる教員の負担を軽減するために
望ましい制度である。留学生を受入れる教員が特定の教員に集中しな
いよう多くの教員が留学生を受入れることが望ましい。それがキャン
パスの国際化を大きく前進させることになる。Go Global Hoseiなど
パンフレットは洗練され親しみやすくよくできている。また、外国人留
学生ハンドブックは日本語だけでなく、英語でも作成されており、留学
生への支援が年とともにすすんでいる印象を受けた。

「2017年度　法政大学の国際化に関する評価所見」
  ………………………………………………………… 山田 史郎
　昨年度の評価所見において私は、法政大学のグローバル化が初期
始動から定着・拡充へステージが移るなかで、大規模私大として学生
への目線を中心に据えたより一層の取り組みを期待する旨を指摘した
が、今年度は主にかかる観点から評価にあたった。昨年度から引き続
いて、学生の英語力強化から留学生のキャリア支援まで、トータルな
グローバリゼーションをめざして、全学をあげて取り組まれていること
に敬意を表したい。
　調書および役員・役職者インタビューを踏まえて、今年度特に評価
すべき点として、次の６点をあげることができる。

（1）	英語外部試験利用やグローバル体験公募等のグローバル化対
応入試による受験生・入学生の増加

（2）	英語強化プログラム〜グローバル・オープン科目〜海外留学・
国際ボランティア・インターンシップ・トビタテ留学JAPANへ
と連なるグローバル人材育成機能の好循環

（3）	英語学位プログラムの着実な進展、とりわけ経営学部におい
て日本人学生（日本語学位課程生）の英語によるGBP科目必
修化導入（2019年度）に見られるような日本人学生の学びの
幅を広げる態勢の構築

（4）	グローバル化対応につながる学年暦（２期14週＋３セッショ
ン）とGPAの改革

（5）	年間のべ１万人を越える学生によるGラウンジの活用
（6）	英語での窓口対応の促進など、職員のグローバル化対応力の

強化

　確かに、SGU構想調書でかかげられた到達目標に照らすならば、
協定校の積極的な開拓や英語による授業の充実などの懸命な努力に
もかかわらず、受入外国人留学生数・日本人学生留学経験者数・外国
語力基準を満たす学生数に関して、当該年度目標に到達していないこ
とは残念である。今後も、思い切った手段を講じることも含めてより一
層の取り組みが求められる。
　他方で、SGUの施策が進行する中で、評価項目の数値には現れな
い様々な効果が生まれていることに、注目してよい。例えば、英語学位
プログラムの展開などによって、協定締結に関心を持つ海外の大学が
増加し、海外での留学フェアでの問い合わせも増えているという。この
ようにして海外での知名度が高まることは、大学にとってかけがえのな
い財産として将来に残っていくだろう。また、新入生の英語力が全般
的に向上していることは、グローバル化を積極的に進める大学の姿勢
が意識の高い高校生の間に好感を持って受け止められていることの現
れでもあるだろう。こうして築き上げられる外部からの評価を維持・発
展させ、それにもとづいてグローバル化の諸施策を点検・評価し再構
築していくことが、SGU中間評価後の大学に課せられた課題である。

おわりに

　本評価を行っている最中に、文部科学省より「スーパーグローバル大
学創成支援事業」（平成26年度採択）の37事業の結果が公表された。
法政大学は、構想時の計画に沿って取組を実施し、総長のリーダー
シップによるガバナンス改革が着実に進められていること、本事業終
了後を見据えた体制整備が進められていることから、今後の取組の継
続性に期待が持てるとされるなど、評価されながらも、総括評価はＢ
という結果になっている。
　タイプＢ（グローバル化牽引型）24校の中で、Ｂ評価は法政大学を
含めて５校にとどまることから、中間評価とはいえ厳しい結果と言わ
ざるを得ない。一方で、明治大学、立教大学もＢ評価となっており、大
規模私立大学における取組の難しさをあらためて認識させられる結果
となったと見ることもできる。
　近年、KPI（Key Performance Indicator）の進捗・達成状況を
厳しく問う傾向があるなか、当初予定されていた補助金が縮減される
など、今後の事業推進には多くの困難が伴うことが予想されるが、Ｓ
評価の大学の取組なども参考にしつつ、外形的な結果を求めるので
はなく、学生の将来にとって必要なこと、法政大学が社会的存在価値
を高めるために真に重要なことを見極めながら、さらなる国際化に向
けた取組を推進していただきたい。

以上
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川上 ： 現在、教育開発支援機構は4センター（FD推進センター、市ヶ
谷リベラルアーツセンター（以下、ILAC）、小金井リベラルアーツセン
ター（以下、KLAC）、学習環境支援センター）から構成されています。
各センターは、授業改善、教養教育に関するカリキュラム支援、学生の
自主的な学習の充実化等、それぞれの設置の目的のもとに取り組み
が行われていますが、各センターの具体的な特色ある取り組みについ
て、教えてください。

大野 ： FD推進センターでは、授業改善アン
ケートを実施するほか、広く国際的な活動が
できるように、教員・大学院生向けのアカデ
ミックサポート（英語のネイティブチェック）
も実施しています。また、ＦＤ推進センター
には5つのプロジェクト（計画・調査・開発・
推進・広報）があり、プロジェクトごとに授業

改善アンケートの項目の検討やアンケート結果の分析、教育支援ツー
ルの開発、シンポジウムの開催や「学生の声コンクール」などのイベント
も実施しています。
川上 ： 他のセンターについてはどうでしょうか。
大野 ： ILACは市ヶ谷地区のうち６学部共通の教養教育カリキュラム
を担当している学部間協働の組織です。昨年度にスタートした新カリ
キュラムの成果を検証していくとともに、「市ヶ谷地区教養教育の在り
方検討プロジェクト」の報告書をうけて、学部横断的な教育資源をさら
に充実するための議論を始めます。
　KLACは、理系学部の教養教育として、国際化に対応できるような
英語力の強化、理系基礎科目の点検・強化などに取り組んでいます。ま
た、「英語教育改善検討プロジェクト」の活用、TOEICスコア向上の取
り組みなどを行っています。基礎科目に関しては生命科学部と理工学
部共通の数学の教科書の作成やリメディアル教育も実施しています。
　学習環境支援センターでは、おもに施設面での学習・教育のバック
アップを検討しています。最近ではアクティブラーニングセットや授業
支援ボックスの導入等を行いました。また、市ヶ谷キャンパスでは工事
に伴う、学生の動線の確保、多摩キャンパスでは、引き続きバス問題、
食堂問題といった、学生生活に不可欠な課題にも関係部署と連携し
ながら取り組んでいます。
川上 ： 教育開発支援機構での独自の取り組みについてお聞かせください。
大野 ： 独自の取り組みとしては「学生が選ぶベストティーチャー賞」の
実施があります。学生が投票するというだけではなく、企画段階から
学生中心で運営され、教職員はそのサポートを行うという点で特色あ
るものとして、学外からも高い評価を得ていると聞いています。また、

機構で検討したナンバリング共通フォーマット等は、かなり定着してい
る状況です。GPA制度改革についても2019年度から導入される予定
です。その他の取り組みとしては2018年度から100分授業を導入し、
新学年暦をスタートしました。
川上 ： 100分授業の導入は教員・学生双方にとって大きな変化だと思
いますが、今後の展望などがあればお聞かせください。
大野 ： 授業時間が100分になったので、それをどう活かすかが重要で
す。増えた10分間でレポートを書かせたり、グループワークをする余
裕ができたと思います。とはいえ、実際のところ、各学部のみならず、
機構としてもどのような利用可能性があるかは手探り状態であり、今
年度に、各学部長を通して100分授業への意見や要望等についてアン
ケート調査を実施し、その結果を全教員にフィードバックしていきたい
と考えています。
川上 ： 「学生が選ぶベストティーチャー賞」を今後どう展開していくかお
聞かせください。
大野 ： 学生主体で行うという基本方針は今
後も堅持したいと考えています。また選ばれ
た先生方は、大変名誉なことだと受け止め
られているようですし、それも含めて定着し
つつあると思っています。また、ベストティー
チャー賞はＷｅｂアンケートと投票用紙との
併用で実施していますが、回答数と回答の質のバランスが重要だと考
えています。単なる教員の人気投票にならないように回答の中身につ
いてのチェックも行っていますが、そのあたりをどのように広報してい
くのか、アンケートの回答の中身をどのように充実させていくのかも含
めて学生スタッフとも議論したいと思っています。
川上 ： 少しでも先生方の優れた取り組みを吸い上げていきたい、その
ための一つの指標としてアンケートの解析を含めて、次に繋げて展開
していきたいということでしょうか。
大野 ： そうですね。ベストティーチャー賞は機構で行っておりますが、
そういう結果をどうFDをはじめとする各センターの活動の中に授業
向上の取組として反映させて行くかが大切だと思います。
川上 ： 最後になりましたが、今後の教育開発支援機構の課題と方向
性について、全学に向けたメッセージをお願いします。
大野 ： 機構は提案をするところで、ルールをつくるところではありま
せん。そのため、お願い事項ばかりになりますが、お願いは情報の収
集や課題の検討の上に成り立っています。したがって、ぜひさまざまな
困ったこと、こうしたいのだけれど、といったご意見をお寄せください。
それらをまとめて、できそうな形にするのが機構の仕事です。各セン
ターは独自の課題があり、それに向けて活発に活動しています。多く
の方が機構やセンターの活動に関心を持たれ、ご意見をくださり、参
加していただけるのが希望です。
　学生にも近いところにいる組織で、そのポジションを今後も発展さ
せていきたいと思っています。
川上 ： 本日はありがとうございました。

川上大学評価室長

大野教育開発支援機構長

シリーズ対談
「特色ある学士力の質保証への取り組み」（第1回）

川上忠重　［大学評価室長］　×　大野達司　［教育開発支援機構長］
2
TOPIC

6

これまで各学部における教育の質保証に向けた取り組みや成果
について、大学評価室長と学部長の対談形式でお伝えしてまいり
ましたが、今回より、対談のテーマを「特色ある学士力の質保証へ
の取り組み」とし、学部以外の学士課程教育に関係する部局での
取り組みについてお伝えしていきます。今回は教育開発支援機構
の大野達司機構長にお話をお伺いしました。
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2017年度 卒業生アンケートの結果から3
TOPIC

1 法政大学および卒業学部に対する満足度

　図1  法政大学に対する満足度（経年推移）

　図2　卒業学部に対する満足度（経年推移）

2 教育内容への満足度

　図3  教育内容への満足度

3 身につけることができた知識や能力

　図4  身につけることができた知識や能力　

4 大学のサービスや施設、設備への満足度

　図5　大学のサービスや施設、設備への満足度　

5 法政大学を勧めたいと思うか

　図6　法政大学を勧めたいか（経年推移）　

　大学評価室では、2017年9月および2018年3月に、卒業生6,561名を対象にアンケート調査を実施しました。今回は5,783名（回
収率88.1%）の卒業生の皆様からご回答を頂きました。その結果を、抜粋して紹介します。

　肯定的回答は図書館が76.4%で最も高く、その他の項目は6割～7割程度
で続いています。

　肯定的回答の割合は74.2%でした。経年推移を見ると、2011年度に肯定
的回答が減少したものの、その後は肯定的回答が増加傾向にあります。

　肯定的回答は「専門教育」が80.0%と最も高く、「ゼミナール」「教授陣」「教
養教育」「カリキュラム全般」が7割以上、「キャリア教育」「情報教育」が6割
程度と続き、「その他外国語教育」「英語教育」はいずれも50%台となりました。

■満足　■やや満足　■どちらともいえない　■やや不満　■不満　■わからない　■無回答
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       40.7

          44.7

       41.2

26.2

24.8

    32.1

  29.8

     26.7

30.2　

30.6　

25.5　

28.0　

17.0　　　　　　　　　　　

15.5　　　　　　　　　　　　

77.5%

76.4%

76.4%   

72.9%       

71.2%        

70.2%          

69.2%           

43.3%  　　　　　　　　　　　　　　　

40.3%  　　　　　　　　　    　　　　　　

■満足　■やや満足　■どちらともいえない　■やや不満　■不満　■無回答

中間・否定的 ←｜→ 肯定的

20406080 0 20 40 60 80 100
（％）

100
（％）

図書館

コンピュータ

教室・建物

学生ホール等

学生センター

学部窓口

交通の便

食堂

学習環境支援

就職支援

   38.5

  37.0

   37.2

 36.3

 36.2

32.8

28.6

32.7

34.1

33.2

          37.9

   31.9

   30.0

  30.2

 29.1

29.2

32.0       

27.4   

25.9   

25.8    

76.4%　

68.9% 　　　　

67.2%　　　　　

66.4% 　　　　　

65.3% 　　　　　

61.9%　　　　　　　

60.7%　   　　　　　　

60.2%　　   　　　　　

60.0%　　　   　　　　

58.9%　　　　    　　　

■そう思う　■いくらかそう思う　■どちらともいえない　■あまりそう思わない　■そう思わない　■わからない　■無回答

中間・否定的 ←｜→ 肯定的

20406080 0 20 40 60 80 100
（％）

100
（％）

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017 42.7

43.0

43.7

42.6

41.8

40.4

40.4

41.9

31.6

30.9

29.1

28.7

28.1

28.1

26.9

28.2

74.2%

73.8%

72.7%  

71.3%    

70.0%      

68.5%        

67.3%         

70.1%     

■満足　■やや満足　■どちらともいえない　■やや不満　■不満　■わからない　■無回答

中間・否定的 ←｜→ 肯定的

20406080 0 20 40 60 80 100
（％）

100
（％）

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017 36.7

37.4

37.2

35.6

34.4

35.6

34.0

33.8

45.9

45.3

45.3

45.4  

43.7    

42.4  

45.6  

46.9  

82.6%

82.7%

82.5%

81.0%  

78.1%     

78.0%     

79.7%     

80.7%  

■満足　■やや満足　■どちらともいえない　■やや不満　■不満　■無回答

中間・否定的 ←｜→ 肯定的

20406080 0 20 40 60 80 100
（％）

100
（％）

専門教育

ゼミナール

教授陣

教養教育

カリキュラム全般

キャリア教育

情報教育

その他外国語教育

英語教育

         43.8

28.5

41.3

           45.4

        42.4

  35.2

     36.7

 31.9

32.0

           36.2

48.7

     35.2

       30.4

30.1

26.0　　　　

  24.4　　　　

24.5　　　　

24.0　　　　

80.0%

77.2%

76.5%

75.8%

72.5%　　　　

61.2%　　　　　　　

61.1%　　　　　　　

56.4%　　　　　　　

55.9%　　　　　　　

　法政大学に対する満足度の肯定的回答は83.5%でした。また、卒業学部
に対する満足度の肯定的回答は82.6%でした。続いて経年推移を見ると、
両満足度ともに大きな変化はないものの、2012年度を底にその後上昇し、
2014年度以降は8割以上で推移しています。

　肯定的回答は「自己判断能力」が77.5%と最も高く、「幅広い教養」「専門
的知識とその応用力」「コミュニケーション能力」「チームワーク力」「課題発見・
解決能力」が7割以上で続いた一方、「英語能力」「その他外国語能力」はい
ずれも約4割となりました。
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〒102-8160
東京都千代田区富士見2-17-1
Tel. 03-3264-9903
Fax.03-3264-4077
e-mail: hyoka@hosei.ac.jp

法政大学
総長室付大学評価室

活動報告
   2017年度第2回自己点検懇談会（学部）を
   開催しました。
◆日　時 ： 2018年3月1日（木）　12:30 ～ 15:00
◆場　所 ： 市ヶ谷キャンパス　九段校舎3階　第1会議室

　学部・教育開発支援機構を対象とした第2回自己点検懇
談会を開催しました。今回は「学習成果の把握に向けた取り
組み」をテーマに設定し、廣瀬常務理事の基調報告の後、曽
村グローバル教養学部長、鈴木経済学部長、廣津情報科学
部長の順に、各学部における取り組み状況について報告が

行われました。その後は、
基調報告、各学部から
の報告内容を踏まえ、グ
ループディスカッション
を行い、情報共有を行う
とともに、各グループか
ら検討内容について発表
いただきました。

   第7回自己点検委員会（事務）を開催しました。
◆日　時 ： 2018年3月2日（金）　14:00 ～ 16:30
◆場　所 ： 市ヶ谷キャンパス　九段校舎3階　第1会議室

　事務職員を対象とした第7回自己点検懇談会を開催しまし
た。今回は「職員の立場からどう本学のIR機能を促進させる
か」をテーマに設定し、川上大学評価室長の趣旨説明の後、
菊池入学センター長、藤野学生支援統括本部長・キャリアセ
ンター事務部長より、部局におけるIRへの取り組み事例を紹
介いただきました。引き続き、大学評価室IR担当専門嘱託の

井芹氏より、IRの概要や
入学センター及びキャリ
アセンターの取り組みの
総括、他大学のIR実践事
例の紹介などが行われ、
多岐にわたる内容をご報
告いただきました。

   2018年度自己点検説明会を開催しました。
◆日　時 ： 2018年3月22日（木）　10:00 ～ 11:00
◆場　所 ： 市ヶ谷キャンパス  富士見坂校舎3階  F309教室

　学部長・研究科長等、自己点検の対象となる各部局長を
対象とした自己点検説明会を開催しました。川上大学評価室
長の挨拶の後、大学評価室の坂本主任より2018年度自己点
検・評価活動について説明が行われ、2018年度自己点検・
評価活動が実質的にスタートしました。

   2018年度第1回自己点検委員会を開催しました。
◆日　時 ： 2018年4月26日（木）　13:00 ～ 13:40
◆場　所 ： 市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー 26階　A会議室

　学部長・研究科長等、各部局長により構成される自己点
検委員会を開催しました。廣瀬自己点検委員会委員長から
2018年度自己点検委員会の基本方針の提案が行われ審議・
承認されました。2019年度認証評価受審に向けた対応及び
中期・年度目標の設定が基本方針の主な内容となります。引
き続き、川上大学評価室長から2018年度自己点検・評価活
動等について説明が行われました。

   第22回大学評価室セミナーを開催しました。
◆日　時 ： 2018年4月26日（木）　13:45 ～ 14:40　
◆場　所 ： 市ヶ谷キャンパス  ボアソナードタワー 26階  A会議室

　自己点検委員会に引き続き、大学評価室セミナーを開催し
ました。今回は関西大学　学長補佐・文学部教授　堀潤之
氏をお招きし、「関西大学での認証評価への取組について」を
テーマに、第3期認証評価受審に向け、関西大学ではどのよう
な取り組み行われたのかについてご講演いただきました。具

体的な関西大学の体制
や取り組み内容について
具体的に説明いただき、
2019年度の第3期認証
評価受審を控えた本学
関係者にとって、大変有
益なものとなりました。

法政大学 IM専攻
再生紙使用
2018.7/1,800

2018年7月発行（通巻29号）
大学評価室ニューズレター No.29

www.hosei.ac.jp/hyoka

　現在2018年度自己点検・評価活動と
2019年度の認証評価に向けた準備を並行

して行っております。ご負担をおかけします
が、ご協力をお願いいたします。さて、認証
評価の準備を進める中で、大学評価室では
対応が必要な事項や提出が必要な根拠資
料の洗い出しを行っております。すでに大

学基礎データ等については事務部局に依頼
を行っておりますが、今後も各種会議体を
通じて依頼等をさせていただくことがある
と思います。引き続きご対応のほどよろしく
お願いいたします。

│編│集│後│記│

Q u a l i t y  A s s u r a n c e  f o r  H O S E I  

グループディスカッションの様子

井芹氏の報告の様子 堀氏の講演の様子


